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一

　
（
近
世
）
後
期
で
は
、
自
己
ら
し
い
作
品
を
得
よ
う
と
す
る
文
芸
的
要

求
か
ら
、
そ
の
自
由
を
流
派
を
超
越
し
て
各
派
の
流
れ
合
ひ
に
求
め
る
こ

と
を
当
然
の
こ
と
と
し
た
。
師
承
に
こ
だ
は
ら
ず
に
自
己
の
信
ず
る
説
に

就
き
、
あ
る
い
は
旅
に
求
め
て
先
学
を
訪
ひ
、
そ
の
専
攻
の
面
で
の
教
示

を
受
け
る
な
ど
と
、
道
の
た
め
の
自
由
な
空
気
は
、
国
学
和
歌
の
発
達
を

う
な
が
す
原
動
力
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
必
要
な
著
書
に
就
い
て
自

力
で
研
究
す
る
こ
と
が
盛
に
な
っ
た
か
ら
、
辺
境
に
学
が
興
り
、
茅
居
に

作
歌
を
つ
と
め
て
大
成
す
る
人
も
多
か
っ
た
。
流
派
に
こ
だ
は
っ
て
対
立

を
つ
づ
け
て
ゐ
た
既
成
歌
壇
的
な
動
き
よ
り
は
強
く
て
心
強
い
も
の
を
見

る
の
で
あ
る
。

と
、
稲
葉
文
庫
（
東
洋
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
の
旧
蔵
者
と
し
て
知
ら
れ
る

国
文
学
者
、
山
本
嘉
将
氏
が
説
く（１
）や

う
に
、
徳
川
時
代
も
後
期
を
迎
へ
る
と
、

そ
れ
ま
で
の
賀
茂
真
淵
門
下
の
加
藤
千
蔭
、
村
田
春
海
に
代
表
さ
れ
る
江
戸
派
、

本
居
宣
長
門
の
鈴
屋
派
、
香
川
景
樹
門
の
桂
園
派
と
い
つ
た
各
派
に
於
る
対
立

は
一
応
の
落
ち
着
き
を
見
せ
て
来
た
。『
鴨
川
集
』『
鰒
玉
集
』
を
は
じ
め
と
す

る
類
題
和
歌
集
の
盛
行
も
あ
り
、
地
方
の
歌
人
と
江
戸
京
都
大
坂
と
い
つ
た
大

都
市
圏
の
歌
人
と
の
交
流
も
頻
繁
に
行
は
れ
、
地
域
、
階
層
を
問
は
ず
和
歌
の

担
ひ
手
が
拡
大
し
て
来
た
の
も
、
こ
の
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
斯
様

な
徳
川
時
代
後
期
を
生
き
た
井
上
文
雄
と
い
ふ
江
戸
派
歌
人
の
学
統
意
識
に
着

目
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
当
時
の
歌
人
が
如
何
に
自
由
な
態
度
で
学
問
を
し
て

ゐ
た
か
、
そ
し
て
歌
を
詠
ん
で
ゐ
た
か
を
考
へ
て
み
た
く
思
ふ
。

　
徳
川
時
代
の
学
者
の
学
問
観
、
或
い
は
師
匠
に
対
す
る
思
ひ
と
い
ふ
も
の
は
、

そ
の
初
期
に
於
て
は
、
松
永
貞
徳
『
戴
恩
記
』（
天
和
三
年
刊
）
の
「
物
習
ふ

人
は
道
の
冥
加
を
思
ふ
べ
き
事
な
り
。
一
字
の
師
匠
な
り
と
も
芳
恩
謝
徳
の
心

ざ
し
を
つ
ね
に
持
つ
べ
し
。」
（
２
）

が
有
名
で
あ
ら
う
。『
戴
恩
記
』
は
、
貞
徳
が
自

ら
の
師
恩
を
尊
び
つ
ゝ
、
生
涯
を
回
顧
し
た
歌
学
書
で
あ
る
。
道
の
冥
加
と
は
、

そ
の
道
を
学
ん
で
ゐ
る
う
ち
、
知
ら
ぬ
間
に
受
け
て
ゐ
る
利
益
の
こ
と
。
一
字

の
誤
読
や
誤
写
を
正
し
て
く
れ
た
恩
人
に
は
、
常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
て
と

言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
古
今
伝
授
に
よ
る
歌
学
の
継
承
が
慣
習
と
さ
れ
て
ゐ
た
こ

の
時
代
、
師
を
敬
重
す
る
態
度
は
極
め
て
自
然
な
も
の
で
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う

が
、
時
代
も
下
り
、
そ
れ
か
ら
百
年
後
、
徳
川
時
代
も
中
期
後
期
に
到
る
と
、

本
居
宣
長
の
「
師
の
説
に
な
づ
ま
ざ
る
事
」（『
玉
勝
間
』）
の
や
う
な
自
由
な

江
戸
派
の
終
焉

│
徳
川
時
代
後
期
歌
人
井
上
文
雄
の
学
統
意
識
│

鈴

木
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学
問
観
が
表
れ
て
来
る
こ
と
と
な
る
。
宣
長
は
、

お
の
れ
古イ
ニ
シ
ヘ
ブ
ミ典
を
と
く
に
、
師
の
説
と
た
が
へ
る
こ
と
多
く
、
師
の
説
の

わ
ろ
き
事
あ
る
を
ば
、
わ
き
ま
へ
い
ふ
こ
と
も
お
ほ
か
る
を
、
い
と
あ
る

ま
じ
き
こ
と
と
思
ふ
人
お
ほ
か
ン
め
れ
ど
、
こ
れ
す
な
は
ち
わ
が
師
の
心

に
て
、
つ
ね
に
を
し
へ
ら
れ
し
は
、
後
に
よ
き
考
へ
の
出
来
た
ら
ん
に
は
、

か
な
ら
ず
し
も
師
の
説
に
た
が
ふ
と
て
、
な
は
ゞ
か
り
そ
と
な
む
、
教
へ

ら
れ
し
、
こ
は
い
と
た
ふ
と
き
を
し
へ
に
て
、
わ
が
師
の
、
よ
に
す
ぐ
れ

給
へ
る
一
つ
也（３
）、

と
綴
る
。
古
典
を
解
釈
す
る
に
縦
令
自
ら
の
説
と
師
の
説
と
が
違
つ
た
と
し
て

も
、
必
ず
し
も
師
の
説
に
固
執
す
る
こ
と
は
な
い
、
正
し
い
説
を
追
究
す
る
態

度
が
必
要
だ
、
と
「
わ
が
師
」
賀
茂
真
淵
か
ら
教
は
つ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

『
玉
勝
間
』
は
、
時
代
を
超
え
て
板
本
活
字
本
と
広
く
流
布
し
、
多
く
の
読
者

を
獲
得
し
た
。
後
世
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
尠
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
ら
う
。

二

　
こ
た
び
取
り
上
げ
る
、
徳
川
時
代
後
期
の
国
学
者
歌
人
井
上
文
雄
で
あ
る
が
、

略
伝
を
示
せ
ば
以
下
の
如
く
で
あ
る（４
）。

文
雄　
ふ
み
を　
〔
江
戸
時
代
後
期
歌
人
〕
井
上
。
通
称
は
元
真
（
代
々

襲
名
）。
柯
堂
、
歌
堂
と
号
す
。
寛
政
一
二1800

年
〜
明
治
四1871

年

一
一
月
一
八
日
、
七
二
歳
。
父
祖
よ
り
田
安
家
の
侍
医
。
若
く
し
て
和
歌

を
好
み
、
岸
本
由
豆
流
、
一
柳
千
古
に
国
学
和
歌
を
学
ぶ
。
伊
勢
津
藩
主

藤
堂
高
猷
、
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
斉
裕
に
歌
文
を
教
授
す
る
な
ど
、
幕
末
期

江
戸
歌
壇
を
代
表
す
る
歌
人
の
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
詠
風
の
特
徴
と
し

て
は
、
王
朝
の
趣
味
、
田
園
へ
の
憧
憬
、
洒
落
滑
稽
、
時
勢
へ
の
諷
誡
と

い
う
四
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
慶
応
四1868

年
門
人
草
野
御
牧
と
明
治
新

政
府
批
判
の
『
諷
歌
新
聞
』
を
発
刊
し
、
糺
問
局
に
拘
禁
さ
れ
た
、
気
概

の
人
で
も
あ
る
。
門
人
に
佐
々
木
弘
綱
、
大
野
定
子
、
松
の
門
三
艸
子
、

横
山
由
清
な
ど
。
家
集
『
調
鶴
集
』、
註
釈
書
『
冠
註
大
和
物
語
』、
撰
集

『
摘
英
集
』、
歌
学
書
『
伊
勢
の
家
づ
と
』、
歌
集
『
老
の
く
り
ご
と
』、
歌

学
書
『
道
の
さ
き
は
ひ
』、
撰
集
『
さ
き
は
ひ
草
』
な
ど
。

　
斯
様
に
文
雄
は
、
村
田
春
海
の
門
人
岸
本
由
豆
流
、
加
藤
千
蔭
の
門
人
一
柳

千
古
に
師
事
し
た
が
ゆ
ゑ
、
賀
茂
真
淵
の
江
戸
で
の
門
下
千
蔭
、
春
海
の
両
名

を
祖
と
す
る
江
戸
派
の
系
譜
に
連
な
る
国
学
者
歌
人
と
言
ひ
得
る
の
で
あ
る
。

佐
佐
木
信
綱
も
、
文
雄
に
就
て
「
は
じ
め
織
錦
斎
門
の
考
證
学
者
岸
本
由
豆
流

に
学
び
、
後
、
一
柳
千
古
に
就
い
て
一
家
を
な
し
、
江
戸
派
の
殿
将
と
し
て
幕

末
の
歌
壇
に
光
を
放
つ
た
」
と
指
摘
し
て
ゐ
る（５
）。

三

　
文
化
文
政
期
に
到
る
と
、
宣
長
（
享
和
元
年
歿
）、
千
蔭
（
文
化
五
年
歿
）、

春
海
（
文
化
八
年
歿
）
と
い
つ
た
真
淵
直
門
の
歌
人
は
世
を
去
り
、
そ
の
門
人
、

第
二
世
代
と
も
い
ふ
べ
き
国
学
者
歌
人
が
擡
頭
し
て
来
た
。
文
政
元
年
（
文
化

十
五
年
）
は
、
賀
茂
真
淵
の
五
十
年
忌
に
あ
た
る
年
で
あ
り
、
十
月
二
十
九
日

そ
の
学
統
に
連
な
る
江
戸
の
国
学
者
た
ち
、
小
山
田
与
清
（
春
海
門
）
は
じ
め

清
水
浜
臣
（
春
海
門
）、
一
柳
千
古
（
千
蔭
門
）
等
は
、「
賀
茂
翁
の
五
十
回
忌

の
会
」
に
参
加
す
る
た
め
に
真
淵
の
墓
の
あ
る
品
川
東
海
寺
の
少
林
院
に
集
ま

り
、
歌
会
を
催
し
古
人
を
偲
ん
だ
。
翌
月
与
清
は
、
真
淵
の
伝
記
『
賀
茂
真
淵
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翁
家
伝
』
を
纏
め
、
出
板
す
る
。
こ
れ
に
刺
戟
を
受
け
た
僧
立
綱
は
、
国
学
の

始
祖
を
契
沖
に
見
て
、
真
淵
、
宣
長
と
続
く
三
哲
観
を
示
さ
ん
と
『
三
哲
小

伝
』
を
刊
行
す
る
（
文
政
元
年
序
刊
）。『
三
哲
小
伝
』
は
、
立
綱
が
契
沖
の
伝

記
を
書
き
、
斎
藤
彦
麻
呂
が
宣
長
の
伝
を
も
の
し
、
先
の
与
清
の
真
淵
伝
と
を

併
せ
て
一
書
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
国
学
者
歌
人
の
間
に
は
学
統

意
識
が
芽
生
え
て
来
、
自
ら
の
学
問
の
淵
源
を
確
か
め
る
べ
く
、
次
に
掲
げ
る

が
如
く
学
統
に
関
す
る
著
述
が
数
多
出
板
さ
れ
る
こ
と
ゝ
な
る（６
）。

木
下
幸
文
著
「
四
大
人
の
論
」『
亮
々
草
紙
』
文
政
四
年
刊

立
綱
著
・
江
澤
講
修
増
補
『
三
哲
小
伝
』
天
保
二
年
刊

萬
葉
堂
主
人
著
『
古
学
道
統
図
』
安
政
初
年
刊

大
国
隆
正
著
『
学
統
弁
論
』
安
政
二
年
成

平
田
篤
胤
著
『
玉
だ
す
き　
九
之
巻
』
安
政
三
年
刊

間
宮
永
好
著
『
古
学
道
統
図
』
安
政
五
年
刊

中
川
長
延
著
『
近
世
歌
人
略
系
』
安
政
七
年
刊

　
桂
園
派
歌
人
木
下
幸
文
は
、
契
沖
・
春
満
・
真
淵
・
宣
長
四
人
の
国
学
者
を

「
四
大
人
」
と
し
て
挙
げ
（
こ
れ
が
四
大
人
観
の
嚆
矢
と
さ
れ
る
）、
篤
胤
は

『
玉
だ
す
き
』
に
於
て
、
契
沖
を
退
け
、
春
満
・
真
淵
・
宣
長
の
三
人
を
重
要

視
す
る
と
い
ふ
見
方
を
示
し
、
篤
胤
門
下
の
大
国
隆
正
は
こ
れ
に
篤
胤
を
加
へ

て
「
四
大
人
」
と
い
ふ
国
学
観
を
弘
め
た
。

　
安
政
初
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
古
学
道
統
図
』
は
国
学
者
の
学
統
を
記
し
た
系

図
の
中
で
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
小
山
田
与
清
門
下
に
し
て
水
戸
藩
士
で
あ
る

国
学
者
間
宮
永
好
も
ま
た
、
同
名
の
著
述
を
残
し
て
ゐ
る
。
安
政
期
に
到
る
と

類
題
和
歌
集
が
陸
続
と
刊
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
地
方
の
歌
人
と
三
都
の
歌

人
と
の
繋
が
り
が
深
く
な
り
、
全
国
的
に
国
学
者
歌
人
が
輩
出
し
、
彼
ら
は
そ

の
師
承
関
係
を
紐
解
き
、
自
ら
の
学
統
を
確
か
め
る
こ
と
に
関
心
を
寄
せ
る
や

う
に
な
つ
た
。

　
与
清
は
、
自
ら
の
日
記
『
擁
書
樓
日
記
』（
文
化
十
三
年
十
二
月
晦
日
条
）

に
「
織
錦
門
人
の
分
脈
」
と
し
て
真
淵
以
下
、
江
戸
派
の
国
学
者
歌
人
の
系
譜

を
記
し
て
ゐ
る
が
、
か
う
し
た
学
統
を
強
く
意
識
し
、
自
分
こ
そ
が
師
の
学
問

の
継
承
者
で
あ
る
と
い
ふ
意
識
の
あ
ら
は
れ
は
、
江
戸
派
の
歌
人
に
特
に
顕
著

で
あ
り
、
田
中
康
二
氏
は
出
板
を
手
掛
か
り
に
以
下
の
や
う
に
指
摘
し
て
ゐ
る（７
）。

江
戸
派
の
出
版
活
動
に
は
重
要
な
点
が
二
つ
存
在
す
る
。
一
つ
目
は
学
派

を
顕
彰
す
る
こ
と
が
、
そ
れ
に
つ
な
が
る
自
分
の
立
場
を
強
化
す
る
こ
と

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
千
蔭
・
春
海
に
お
け
る
『
万
葉
集
略
解
』・

『
賀
茂
翁
家
集
』
の
出
版
、
浜
臣
・
光
房
に
お
け
る
『
県
門
遺
稿
』・『
県

門
余
稿
』
の
出
版
、
浜
臣
・
与
清
に
お
け
る
『
琴
後
集
』・『
竺
志
船
物
語

旁
註
』
の
出
版
を
鑑
み
れ
ば
、
江
戸
派
の
面
々
は
出
版
を
手
掛
け
る
こ
と

に
よ
り
、
学
派
の
後
継
を
自
任
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

も
う
一
点
は
「
出
版
を
請
け
負
う
門
弟
と
書
肆
と
の
関
係
」
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
述
べ
ら
れ
て
ゐ
る
、
春
海
直
門
の
清
水
浜
臣
が
真
淵
門
下
の
歌
人
の
著
述
を

刊
行
し
た
と
い
ふ
『
県
門
遺
稿
』
に
就
て
、
浜
臣
が
文
化
八
年
に
執
筆
し
た

『
村
田
春
郷
家
集
』
の
序
文
を
引
く
。

あ
が
た
ゐ
の
翁
に
も
の
ま
な
べ
る
人
々
、
男
や
女
や
い
と
お
ほ
か
る
を
、

中
に
世
に
し
ら
れ
て
其
名
か
く
れ
な
き
も
あ
り
。
又
其
名
う
も
れ
て
た
れ

し
れ
り
と
も
な
き
あ
り
。
家
集
は
た
板
に
ゑ
り
て
、
残
り
つ
た
は
れ
る
も

あ
り
。
板
に
ゑ
ら
で
年
月
う
つ
り
ゆ
く
ま
ゝ
に
ち
り
う
す
る
も
あ
る
べ
し
。
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お
の
れ
は
や
く
よ
り
思
ひ
よ
り
て
、
こ
ゝ
に
か
し
こ
に
た
よ
り
つ
ゝ
う
つ

し
お
け
る
を
、
つ
ぎ
〳
〵
に
ゑ
り
て
世
に
つ
た
へ
む
と
す
。
さ
は
い
へ
猶

し
る
す
ぢ
に
よ
し
な
く
て
、
た
づ
ね
得
ぬ
ぞ
お
ほ
か
る
。
そ
は
い
か
ゞ
は

せ
む
。
今
も
と
め
え
た
る
が
か
ぎ
り
を
つ
い
で
ゝ
先
は
じ
め
に
此
集
を
ゑ

れ
る
は
、
わ
が
師
の
兄
人
と
思
ふ
が
故
に
な
ん
。

こ
の
序
文
は
、
師
で
あ
る
春
海
が
文
化
八
年
二
月
に
歿
し
て
か
ら
間
も
な
く
書

か
れ
た
文
章
で
あ
る
。
県
居
門
下
の
世
に
そ
れ
程
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
人
び
と
を

顕
彰
す
る
た
め
に
、
そ
の
述
作
を
編
輯
刊
行
す
る
と
い
ふ
宣
言
の
下
、
浜
臣
は

『
県
門
遺
稿
』
を
世
に
問
う
て
ゆ
く
。『
村
田
春
郷
家
集
』
は
『
県
門
遺
稿
』
の

第
一
冊
目
に
あ
た
る
書
物
な
の
で
あ
る
が
、『
県
門
遺
稿
』
と
は
、
真
淵
門
下

の
歌
人
の
歌
集
や
紀
行
文
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
（【
表
】
参
照
）。
な
ほ
、
村

田
春
郷
は
、
齢
三
十
と
い
ふ
若
さ
で
逝
い
た
春
海
の
兄
で
あ
る
。

　
浜
臣
が
、
文
政
七
年
八
月
に
亡
く
な
り
、
県
門
歌
人
の
遺
稿
を
刊
行
す
る
と

い
ふ
遺
志
は
、
養
嗣
子
光
房
が
継
承
し
、『
県
門
余
稿
』
を
上
梓
す
る（８
）。
こ
ち

ら
は
出
板
の
事
情
が
詳
ら
か
で
な
い
部
分
も
多
く
、
竹
村
茂
雄
、
中
島
広
足
、

村
野
も
と
子
と
直
接
真
淵
に
教
へ
を
受
け
た
と
い
ふ
訳
で
は
な
い
が
、
千
蔭
、

春
海
（
ま
た
は
そ
の
弟
子
筋
）
に
学
ん
だ
人
物
の
著
作
も
混
ぢ
つ
て
ゐ
る
。
宣

長
門
の
植
松
有
信
、
茂
岳
に
学
ん
だ
国
学
者
歌
人
千
葉
葛
野
、
そ
し
て
三
条
西

家
の
歌
学
を
継
承
し
た
、
徳
川
時
代
前
期
の
歌
人
水
無
瀬
氏
成
を
、
県
門
と
称

す
る
に
は
い
さ
ゝ
か
疑
問
の
余
地
が
残
る
の
で
あ
る
が（９
）。

　
「
織
錦
門
人
の
分
脈
」
を
記
し
た
与
清
、『
県
門
遺
稿
』
を
刊
行
し
た
浜
臣
、

と
も
に
真
淵
を
祖
と
す
る
江
戸
派
の
正
統
た
る
春
海
門
を
自
負
す
る
と
こ
ろ
が

大
き
か
つ
た
の
で
あ
ら
う
。

四

　
さ
て
、
書
物
を
出
板
す
る
に
あ
た
つ
て
は
、
序
跋
を
附
す
こ
と
ゝ
な
る
の
で

あ
る
が
、
序
文
を
請
ふ
に
は
師
や
先
輩
あ
る
い
は
著
名
な
人
に
依
頼
す
る
と
い

ふ
の
が
一
般
的
で
あ
つ
た
）
10
（

。

　
三
河
は
刈
谷
の
国
学
者
歌
人
村
上
忠
順
は
、
安
政
二
年
に
江
戸
を
訪
う
て
を

り
、
そ
の
折
井
上
文
雄
と
面
会
し
、
文
雄
が
書
物
の
序
跋
に
就
て
語
つ
た
こ
と

が
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
。

文
雄
い
ふ
。
大
か
た
の
ふ
み
ハ
、
序
跋
あ
り
て
、
い
か
め
し
き
や
う
な
れ

【
表
】
県
門
遺
稿
・
県
門
余
稿
収
録
作
品

　

県
門
遺
稿
（
清
水
浜
臣
編
）

　

県
門
余
稿
（
清
水
光
房
編
）

第
一
集
『
村
田
春
郷
家
集
』
文
化
八
年
序

刊

第
一
集
『
歌
が
た
り
（
村
田
春
海
）』
文
化

五
年
序
刊

第
二
集
『
小
野
古
道
家
集
・
荷
田
在
満
家

歌
合
・
県
居
家
歌
合
兼
題
当
座

歌
・
村
田
春
道
別
業
集
会
当
座
歌
』

文
化
九
年
序
刊

第
二
集
『
折
ふ
し
文　

上
（
竹
村
茂
雄
）』

第
三
集
『
筑
波
子
集
（
土
岐
筑
波
子
）・
杉

田
日
記
（
清
水
浜
臣
）』
文
化
九

年
序
刊

第
三
集
『
折
ふ
し
文　

下
（
竹
村
茂
雄
）』

第
四
集
『
楫
取
魚
彦
集
・
白
猿
物
語
（
荷

田
在
満
）』
文
政
四
年
序
刊

第
四
集
『
よ
の
子
家
集
（
鵜
殿
余
野
子
）・

水
江
物
語
（
中
島
広
足
）・
信
濃

の
家
づ
と
（
千
葉
葛
野
）』
嘉
永

三
年
刊

第
五
集
『
椿
ま
う
で
の
記
（
村
田
春
海
）・

香
取
日
記
（
加
藤
千
蔭
）』
文
化

七
年
序
刊

第
五
集
『
水
無
瀬
殿
富
士
百
首
（
水
無
瀬

氏
成
）・
千
枝
子
家
集
（
多
田
千

枝
子
）・
も
と
子
家
集
（
村
野
も

と
子
）』
天
保
六
年
序
刊
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ど
、
お
の
れ
ハ
さ
る
事
を
こ
の
ま
ず
。
よ
き
人
に
は
し
書
こ
ふ
ハ
、
ミ
づ

か
ら
つ
く
れ
る
え
せ
書
を
ほ
め
た
ゝ
へ
さ
セ
む
為
な
れ
バ
也
。
さ
れ
バ
、

是
ハ
事
た
ら
は
ぬ
や
う
な
れ
ど
、
か
く
て
有
な
り
と
い
へ
り
。
げ
に
さ
も

あ
ら
む
ハ
ひ
と
つ
の
心
お
き
て
な
れ
ど
、
猶
さ
し
も
あ
ら
じ
か
し
。
よ
し

あ
し
を
論
ひ
な
ほ
さ
れ
む
が
た
め
に
こ
ふ
も
有
べ
け
れ
バ
、
か
た
く
な
に

も
い
ひ
が
た
し
。
さ
れ
ど
此
こ
ろ
の
書
ど
も
ハ
、
大
か
た
か
ざ
り
の
み
に

そ
へ
た
る
も
の
の
み
多
か
れ
バ
、
な
ぶ
ら
む
も
な
に
か
ハ
。（『
草
分
衣
日

記
』）11
（

）

自
ら
の
誤
り
を
指
摘
し
て
貰
ふ
べ
く
、
師
や
先
輩
に
序
跋
を
依
頼
す
る
と
い
ふ

こ
と
も
あ
る
た
め
、
一
概
に
は
言
へ
な
い
が
、「
え
せ
書
を
ほ
め
た
ゝ
へ
」
る

た
め
の
「
い
か
め
し
き
」
序
跋
は
好
ま
な
い
と
、
文
雄
は
忠
順
に
語
つ
て
ゐ
る
。

自
分
の
著
作
に
は
「
い
か
め
し
き
」
序
跋
は
好
ま
な
い
、
権
威
に
満
ち
た
序
跋

は
必
要
が
な
い
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
実
際
に
文
雄
の
著
述
（
刊
本
）
を
閲
し

て
み
る
に
、
処
女
作
『
大
井
川
行
幸
和
歌
考
証
』（
文
政
三
年
刊
）
に
於
て
の

み
、
師
で
あ
る
岸
本
由
豆
流
が
そ
の
序
文
を
執
筆
し
て
ゐ
る
も
の
ゝ
（
跋
文
は

伊
庭
至
清
、
伝
未
詳
）、
そ
の
後
は
、
由
豆
流
、
千
古
と
も
に
歿
し
て
し
ま
つ

た
為
、
師
に
序
文
を
依
頼
す
る
こ
と
叶
は
ず
、
草
野
御
牧
、
佐
々
木
弘
綱
ら
門

人
が
序
跋
を
書
い
て
ゐ
る
。
序
跋
の
な
い
作
品
も
数
部
存
す
る
が
、「
よ
き
人
」

（
身
分
の
高
い
人
、
教
養
の
あ
る
人
、
学
才
の
豊
か
な
人
、
師
）
と
言
へ
る
人

物
の
序
跋
を
見
出
す
事
は
出
来
な
い
）
12
（

。
師
匠
や
貴
顕
の
威
光
を
借
り
ず
と
も
、

自
ら
の
学
問
、
和
歌
を
弘
め
る
絶
対
の
自
信
が
あ
る
と
い
ふ
矜
恃
の
姿
勢
が
窺

へ
る
も
の
で
あ
る
。

　
文
雄
と
同
時
代
を
生
き
た
、
香
川
景
樹
の
門
人
八
田
知
紀
の
著
作
に
於
て
は
、

「
よ
き
人
」
に
あ
た
る
人
物
の
序
文
、
刊
本
十
三
点
中
三
作
を
数
へ
る
こ
と
が

出
来
る
。
す
な
は
ち
、『
幽
郷
真
語
』（
天
保
二
年
序
刊
）
平
田
篤
胤
序
、『
桃

岡
雑
記
』（
弘
化
二
年
序
刊
）
岩
垣
東
園
序
、『
都
洲
集
』（
嘉
永
六
年
刊
）
千

種
有
功
題
歌
で
あ
る
。

五

　
熊
本
長
崎
の
国
学
者
歌
人
中
島
広
足
は
、
一
柳
千
古
に
学
ん
で
を
り
、
た
め

に
文
雄
と
同
門
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
広
足
は
、
そ
の
著
『
橿
園
随
筆
』
に
於

て
、「
一
柳
大
人
云
」
と
千
古
の
言
説
を
紹
介
す
る
こ
と
幾
編
に
も
及
び
、
師

説
の
伝
播
に
一
役
買
つ
て
ゐ
る
。
千
古
は
そ
の
著
述
草
稿
の
類
を
、
臨
終
に
際

し
て
全
て
焼
い
た
と
さ
れ
る
）
13
（

の
で
、
こ
の
広
足
の
記
述
は
頗
る
貴
重
で
あ
る
。

ま
た
、
広
足
は
、

本
居
翁
の
、
近
古
混
雑
、
ぬ
え
の
た
と
へ
の
説
は
、
い
と
わ
ろ
し
。
詞
は
、

と
り
な
し
に
、
よ
り
て
、
新
古
、
差
別
な
き
も
の
な
れ
ば
、
た
ゞ
其
人
々

の
、
と
り
な
し
の
、
上
手
・
下
手
に
、
よ
る
こ
と
也
。
も
し
こ
の
、
ぬ
え

の
た
と
へ
を
、
し
ひ
て
い
は
ゞ
、
今
の
よ
の
人
に
し
て
、
い
に
し
へ
ま
な

び
、
す
な
る
は
、
や
が
て
、
ぬ
え
人
と
や
、
い
は
ま
し
。
猶
、
く
は
し
く

は
、
久
老
が
論
に
見
ゆ
れ
ば
、
い
は
ず
。

又
、
か
の
新
古
今
を
、
歌
の
盛
也
と
、
い
は
れ
た
る
論
の
、
あ
し
き
事
は
、

春
海
、
は
や
く
、
論
ら
ひ
た
り
。
お
の
れ
も
、
歌
物
が
た
り
に
い
へ
れ
ば
、

こ
ゝ
に
は
も
ら
し
ぬ
。
す
べ
て
、
歌
の
よ
み
か
た
の
論
は
、
賀
茂
大
人
の

詞
、
春
海
が
歌
語
、
千
蔭
翁
の
詠
歌
論
等
に
、
つ
き
た
め
り
。（「
ぬ
え
人

の
論
」）14
（

）
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と
、
宣
長
の
近
体
、
古
体
を
詠
み
分
け
る
こ
と
及
び
新
古
今
主
義
を
論
ひ
、
真

淵
、
春
海
、
千
蔭
の
説
に
就
く
べ
き
で
あ
る
、
と
説
く
。
千
古
の
師
は
千
蔭
で

あ
り
、
千
古
は
千
蔭
の
歌
集
『
う
け
ら
が
花　
二
編
』
の
編
輯
を
行
ふ
な
ど
、

千
蔭
門
に
重
要
な
地
位
を
占
め
る
歌
人
で
あ
つ
た
。
広
足
は
、
千
古
以
外
に
も

長
瀬
真
幸
に
学
ん
で
ゐ
る
が
、
真
淵
以
来
の
江
戸
派
歌
人
の
流
れ
を
継
承
し
て

ゐ
る
こ
と
を
可
な
り
重
く
見
て
ゐ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
景
樹
の
歌
に
対
し
て
、
江
戸
派
の
領
袖
千
蔭
、
春
海
は
そ
れ
〴
〵
北
隣
の
翁
、

橋
本
地
蔵
麿
と
い
ふ
筆
名
を
用
ゐ
て
歌
論
書
『
筆
の
さ
が
』
を
執
筆
し
、
酷
評

を
加
へ
た
。
享
和
二
年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
一
部
を
引
用
す
る
）
15
（

と
、

（
麿
云
）
此
歌
の
い
ひ
な
し
は
世
に
絶
え
て
あ
る
ま
じ
き
事
に
て
云
ハ
れ

ぬ
事
な
り
、
新
き
節
を
云
は
ん
と
て
、
人
の
云
は
ぬ
事
を
云
ひ
て
作
出
で

た
れ
ど
、
心
の
稚
き
ま
ゝ
に
前
し
り
へ
を
も
思
ひ
め
ぐ
ら
さ
で
理
通
ら
ぬ

は
笑
ふ
べ
し

（
麿
云
）
か
ば
か
り
に
詞
く
だ
け
て
拙
き
調
な
る
う
た
を
ば
、
す
こ
し
う

た
に
口
馴
れ
た
る
人
は
い
ひ
出
で
ぬ
も
の
な
る
を
、
あ
ま
り
に
調
と
い
ふ

も
の
弁
へ
な
き
は
い
か
に
ぞ
や
、（
中
略
）
拙
き
姿
な
り

（
翁
云
）
す
べ
て
此
う
た
ど
も
皆
俗
情
に
て
、
う
た
の
情
に
あ
ら
ず
、

と
い
つ
た
如
く
で
あ
る
。
内
容
に
関
し
て
詳
述
す
る
余
裕
は
な
い
の
だ
が
、
こ

れ
を
契
機
と
し
て
、
江
戸
派
対
桂
園
派
と
い
ふ
対
立
の
構
図
が
浮
び
上
が
つ
て

く
る
。
そ
し
て
、
小
澤
蘆
庵
の
門
人
ま
で
を
も
巻
き
込
み
、
筆
の
さ
が
論
争

（
雅
俗
論
争
）
が
起
こ
り
、
千
蔭
、
春
海
が
逝
い
た
後
も
、
対
立
は
続
き
、
景

樹
が
文
化
十
五
年
（
文
政
元
年
）
江
戸
遊
説
の
為
に
下
向
し
た
際
、
江
戸
で
は

景
樹
に
対
す
る
抵
抗
が
様
々
な
形
で
行
は
れ
た
。
そ
の
徴
証
と
な
る
、
景
樹
の

江
戸
下
向
に
随
従
し
た
門
人
菅
沼
斐
雄
の
高
橋
正
澄
宛
書
翰
（
文
政
元
年
九
月

二
十
二
日
））16
（

を
引
く
。

此
ご
ろ
大
人
は
児
山
方
、
お
の
れ
は
浅
草
元
鳥
越
三
筋
町
東
町
朝
岡
伝
右

衛
門
方
止
宿
罷
在
候
。（
中
略
）
漸
此
節
に
至
り
諸
方
大
動
に
候
。
さ
れ

ど
浜
臣
、
千
古
、
千
本
な
ど
専
門
の
族
は
更
に
寄
来
ら
ず
。
香
川
歌
は
天

下
一
な
れ
ど
此
説
云
々
、
或
は
貪
欲
也
、
或
は
邪
侫
也
、
或
は
放
蕩
也
な

ど
衆
口
讒
し
て
己
が
上
に
た
ゝ
ん
事
を
妬
み
防
ぎ
只
陰
に
て
罵
る
の
み
。

「
千
本
」
は
、
千
蔭
の
門
人
正
木
千
幹
の
こ
と
。
江
戸
派
の
歌
人
た
ち
が
反
景

樹
の
態
度
を
表
明
し
て
ゐ
た
こ
と
が
如
実
に
語
ら
れ
て
ゐ
る
。
若
干
時
代
は
下

る
が
、
春
海
門
の
歌
人
小
林
歌
城
は
、
景
樹
の
歌
集
『
桂
園
一
枝
拾
遺
』（
嘉

永
三
年
刊
）
中
か
ら
百
二
十
二
首
を
取
り
上
げ
『
桂
園
一
枝
拾
遺
評
』（
嘉
永

六
年
跋
写
））17
（

を
著
し
、

こ
の
作
者
今
の
世
の
上
手
と
て
人
々
も
て
は
や
す
め
れ
ど
、
た
ゞ
才
気
あ

る
に
ま
か
せ
て
、
古
人
の
よ
み
の
こ
せ
る
め
づ
ら
し
き
ふ
し
を
旨
と
つ
と

め
て
よ
み
出
で
ん
と
す
る
ま
ゝ
に
、
一
首
の
し
ら
べ
に
聊
意
を
用
ひ
ず
、

つ
ゞ
け
が
ら
雅
俗
混
乱
し
て
、
歌
の
さ
ま
を
失
ひ
、
て
に
を
は
語
格
を
さ

へ
誤
れ
る
、
あ
ま
た
見
ゆ
、
さ
る
を
上
手
上
手
と
云
ひ
さ
わ
ぐ
は
、
無
下

に
此
道
知
ら
ぬ
人
の
、
大
方
雷
同
し
て
云
ふ
に
ぞ
あ
な
る
、
若
此
よ
み
口

を
め
で
た
し
と
思
ひ
て
学
ば
ん
と
せ
ば
、
忽
大
澤
中
に
お
ち
入
る
べ
し
、

あ
は
れ
世
は
盲
千
人
め
あ
き
千
人
な
る
か
な
、
可
嘆

と
、
罵
詈
讒
謗
を
浴
び
せ
る
。
し
か
し
、
千
蔭
、
春
海
の
学
統
を
継
ぐ
文
雄
は
、

千
蔭
や
春
海
の
師
た
り
し
真
淵
の
説
に
与
せ
ず
、
江
戸
派
の
歌
人
た
ち
が
受
け

容
れ
る
こ
と
の
出
来
な
か
つ
た
景
樹
の
調
の
説
を
支
持
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
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自
ら
の
編
ん
だ
撰
集
『
摘
英
集
』「
附
言
」
に
「
賀
茂
の
真
淵
が
、
歌
は
う
た

ふ
も
の
ゆ
ゑ
し
ら
べ
を
専
ら
心
す
べ
し
、
と
い
へ
る
は
ひ
が
ご
と
也
。
香
川
景

樹
が
、
調
べ
は
天
地
の
な
し
の
ま
に
〳
〵
に
て
う
た
ひ
出
る
則
な
る
物
ぞ
、
と

い
へ
る
な
む
よ
ろ
し
か
り
け
る
。」
と
記
し
て
ゐ
る
。
江
戸
派
対
桂
園
派
と
い

つ
た
学
派
の
対
立
な
ぞ
に
、
文
雄
は
一
切
頓
着
し
な
い
。
飽
く
迄
も
自
分
の
信

ず
る
論
を
展
開
す
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
こ
の
姿
勢
は
一
貫
し
て
揺
ぐ
こ
と
が

な
い
。

六

　
徳
川
時
代
中
期
以
降
、『
萬
葉
集
』
に
重
き
を
置
い
た
真
淵
と
そ
の
門
人
た

ち
に
よ
り
長
歌
を
詠
む
こ
と
が
奨
励
さ
れ
、
長
歌
復
興
の
流
れ
が
顕
著
に
な
つ

て
来
る
。
こ
の
傾
向
は
明
治
期
を
迎
へ
て
も
終
熄
す
る
こ
と
な
く
、
現
在
残
る

長
歌
作
品
の
殆
ど
全
て
が
、
幕
末
か
ら
維
新
期
に
作
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
）
18
（

。

文
雄
も
さ
う
し
た
時
代
の
中
で
長
歌
を
詠
み
、
家
集
『
調
鶴
集
』
に
は
、
五
首

の
長
歌
が
収
録
さ
れ
て
ゐ
る
）
19
（

。
し
か
し
、
文
雄
は
長
歌
に
対
し
て
否
定
的
で
あ

つ
た
。
長
歌
に
就
て
述
べ
た
、
次
の
や
う
な
文
雄
の
言
が
あ
る
）
20
（

。

せ
ま
り
し
れ
た
る
古
代
の
は
か
せ
ら
。
長
歌
を
い
み
じ
き
こ
と
に
い
ひ
し

よ
り
。
今
も
猶
遠
き
ゐ
な
か
う
ど
ら
は
。
長
歌
を
よ
む
を
た
け
き
事
に
い

ふ
め
る
こ
そ
い
と
ほ
し
け
れ
。
そ
も
〳
〵
長
歌
は
。
こ
と
を
多
く
な
ら
べ

い
ひ
て
。
枕
詞
な
ど
く
さ
り
つ
ゞ
く
る
か
ら
に
。
か
へ
り
て
い
と
や
す
き

業
な
る
を
。
耳
と
ほ
き
古
語
も
て
つ
ゞ
く
る
ほ
ど
に
。
物
し
ら
ぬ
え
せ
人

ら
。
お
ど
ろ
き
め
で
ゝ
。
い
み
じ
き
は
か
せ
な
ら
で
は
。
長
歌
は
よ
み
い

で
が
た
し
と
の
み
思
へ
り
。
い
で
や
歌
の
本
躰
と
す
べ
き
は
。
彼
出
雲
八

重
垣
の
大
御
歌
な
り
。
た
ゞ
三
十
も
じ
あ
ま
り
一
文
字
に
。
天
地
を
動
か

し
。
鬼
神
を
も
あ
は
れ
と
思
は
す
る
は
此
本
躰
に
あ
り
。
く
だ
〳
〵
し
く

詞
を
く
さ
り
つ
ゞ
け
た
る
は
。
き
く
人
の
心
を
動
か
し
が
た
し
。
た
と
へ

ば
今
の
世
に
も
。
ざ
え
か
し
こ
き
人
は
。
た
ゞ
一
言
半
句
に
。
よ
く
人
を

感
ぜ
し
む
。
お
れ
者
は
不
用
の
こ
と
を
言
長
く
い
ひ
つ
ゞ
け
て
。
中
々
に

き
く
人
の
感
を
お
こ
し
得
ず
。
古
人
の
物
い
ひ
は
。
大
か
た
詞
を
な
か
ら

に
い
ひ
さ
し
て
。
末
は
き
く
人
の
お
し
は
か
り
し
る
べ
き
や
う
に
い
へ
り
。

そ
は
古
き
物
語
書
を
よ
く
み
て
。
昔
人
の
物
い
ひ
を
し
る
べ
き
な
り
。
短

歌
に
余
情
を
尊
と
ぶ
と
い
ふ
も
此
よ
し
な
り
。
余
情
あ
ら
ざ
れ
ば
。
き
く

人
の
心
に
よ
く
し
ま
ず
。
上
古
は
か
な
ぶ
み
な
き
に
よ
り
て
。
長
歌
を
物

し
た
り
。
か
な
ぶ
み
出
来
て
よ
り
は
。
長
歌
の
文
字
数
か
ぎ
り
あ
る
よ
り

も
。
文
章
に
長
く
も
み
じ
か
く
も
。
心
の
ま
ゝ
に
自
在
に
其
形
象
を
い
ひ

つ
ゞ
く
る
故
。
今
の
京
と
な
り
て
は
。
長
歌
を
人
々
心
と
せ
ぬ
や
う
に
な

り
に
け
り
。
さ
れ
ば
我
は
今
よ
り
長
歌
は
た
え
て
よ
ま
じ
と
な
ん
お
も
ふ

か
し
。

今
日
、
長
歌
を
詠
む
人
び
と
を
「
遠
き
ゐ
な
か
う
ど
」
と
蔑
み
、
短
歌
に
比
べ

て
長
歌
を
詠
む
こ
と
は
、「
こ
と
を
多
く
な
ら
べ
い
ひ
て
。
枕
詞
な
ど
く
さ
り

つ
ゞ
く
る
か
ら
」
却
つ
て
易
し
い
と
説
く
。
家
集
『
調
鶴
集
』
の
刊
行
が
文
雄

六
十
八
歳
の
慶
応
三
年
、
こ
の
長
歌
論
は
さ
う
し
た
晩
年
に
書
か
れ
た
文
章
で

あ
ら
う
が
、「
我
は
今
よ
り
長
歌
は
た
え
て
よ
ま
じ
」
と
、
長
歌
と
の
絶
縁
宣

言
で
こ
の
一
文
を
終
へ
る
あ
た
り
、
並
々
な
ら
ぬ
覚
悟
が
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
。

　
千
蔭
は
時
代
の
し
か
ら
し
む
る
所
、
長
歌
を
好
ん
で
詠
ん
で
ゐ
る
が
、「
大

江
戸
」
と
い
ふ
語
を
家
集
『
う
け
ら
が
花　
初
編
』（
享
和
二
年
刊
）
長
歌
の
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部
で
三
例
用
ゐ
て
ゐ
る
）
21
（

。

…
…
大
江
戸
に
の
ぼ
り
た
ま
ひ
て
人
皆
に
し
め
し
た
ま
ひ
ぬ
…
…
（
一
五

八
一
）

…
…
天
の
下
つ
ど
ひ
ま
つ
れ
る
お
ほ
江
戸
に
ま
ゐ
り
来
ま
し
て
…
…
（
一

五
八
三
）

…
…
大
江
戸
の
と
ほ
の
み
か
ど
に
政
ま
を
し
た
ま
ひ
て
…
…
（
一
六
一

一
）

こ
れ
は
、
徳
川
幕
府
の
治
世
に
対
す
る
讃
歎
で
あ
る
と
同
時
に
、
京
都
に
代
つ

て
日
本
の
中
心
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
江
戸
な
の
だ
、
江
戸
こ
そ
が
一
番
な
の
だ
と

い
ふ
意
識
の
あ
ら
は
れ
で
あ
つ
た
。
事
実
、
千
蔭
は
江
戸
の
様
々
な
土
地
を
讃

美
し
た
歌
を
詠
ん
で
ゐ
る
し
、
与
清
門
下
の
幕
臣
蜂
屋
光
世
の
編
に
よ
つ
て
、

『
大
江
戸
和
歌
集
』（
安
政
七
年
跋
刊
）
も
上
梓
さ
れ
て
ゐ
る
。『
大
江
戸
和
歌

集
』
に
は
文
雄
の
詠
も
採
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
ゝ
、
文
雄
は
こ
の
「
大
江
戸
」
と

い
ふ
称
呼
に
就
て
も
批
判
的
な
言
辞
を
弄
す
る
。

江
門
を
大
江
戸
と
い
ふ
こ
と
、
今
は
た
れ
も
〳
〵
歌
に
も
よ
み
、
ふ
み
に

も
書
く
め
れ
ど
、
よ
ろ
し
か
ら
ず
。
そ
は
京
師
の
人
の
お
江
戸
と
い
ふ
よ

り
や
思
ひ
よ
り
け
ん
。
い
と
さ
と
び
た
り
。
但
し
今
の
世
、
天
の
下
に
た

ぐ
ひ
な
き
大
都
会
の
地
な
れ
ば
、
大
の
文
字
そ
へ
て
い
は
む
も
さ
る
事
な

が
ら
、
大
や
ま
と
、
大
唐
、
大
宋
な
ど
こ
そ
は
い
へ
、
京
を
大
京
と
い
へ

る
例
も
な
し
。
只
江
戸
と
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ
。（「
大
江
戸
」『
伊
勢
の
家

づ
と　
初
編
』）

「
大
江
戸
」
と
は
田
舎
染
み
た
表
現
で
あ
り
、
京
都
を
「
大
京
」
と
い
ふ
例
も

な
い
ゆ
ゑ
、
た
だ
江
戸
と
す
れ
ば
良
い
、
と
言
ふ
。
そ
れ
で
は
文
雄
は
、
江
戸

に
愛
着
を
持
た
な
か
つ
た
の
か
、
と
い
ふ
と
、
そ
れ
は
否
で
あ
る
。『
調
鶴
集
』

に
は
、「
隅
田
川
」「
上
野
」
等
江
戸
の
名
所
を
詠
ん
だ
歌
が
収
録
さ
れ
て
ゐ
る

し
、
慶
応
四
年
に
は
、
門
人
草
野
御
牧
と
共
に
明
治
新
政
府
を
批
判
し
徳
川
幕

府
に
同
情
を
寄
せ
た
歌
を
詠
み
、
そ
れ
ら
を
纏
め
『
諷
歌
新
聞
』
と
し
て
発
刊

し
、
糺
問
局
に
拘
禁
さ
れ
る
に
至
つ
た
。
故
郷
で
あ
る
江
戸
を
愛
す
る
気
持
ち

は
誰
よ
り
も
強
い
も
の
が
あ
つ
た
は
ず
だ
。

七

　
香
川
景
樹
の
号
と
し
て
は
、
桂
園
・
東
塢
亭
・
梅
月
堂
が
よ
く
知
ら
れ
て
ゐ

る
。
そ
れ
〴
〵
「
ケ
イ
ヱ
ン
」「
ト
ウ
ウ
テ
イ
」「
バ
イ
ゲ
ツ
ダ
ウ
」
と
読
む
。

真
淵
の
県
居
（
あ
が
た
ゐ
）、
宣
長
の
鈴
屋
（
す
ず
の
や
）、
千
蔭
の
朮
園
（
う

け
ら
ぞ
の
）、
芳
宜
園
（
は
ぎ
ぞ
の
）、
春
海
の
織
錦
斎
（
に
し
ご
り
の
や
）、

琴
後
翁
（
こ
と
じ
り
の
お
き
な
）、
与
清
の
松
屋
（
ま
つ
の
や
）、
浜
臣
の
泊
洦

舎
（
さ
ざ
な
み
の
や
）
と
、
多
く
の
国
学
者
が
、
や
ま
と
こ
と
ば
の
号
を
用
ゐ

て
ゐ
る
こ
と
か
ら
、
特
殊
な
も
の
と
考
へ
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
文
雄
も
ま
た
、

師
一
柳
千
古
が
章
堂
・
予
山
と
号
し
た
こ
と
に
影
響
を
受
け
て
ゐ
る
の
か
も
知

れ
な
い
が
、
景
樹
同
様
、
柯
堂
（
カ
ダ
ウ
）、
調
鶴
（
テ
ウ
カ
ク
）
と
字
音
の

号
を
使
用
し
て
ゐ
る
。
号
に
関
し
て
文
雄
は
、
次
の
如
く
述
べ
る
。

お
の
が
家
、
柯
堂
と
文
字
声
に
よ
べ
る
を
、
あ
る
人
難
じ
て
い
へ
ら
く
、

加
茂
の
翁
の
あ
が
た
ゐ
、
本
居
翁
の
鈴
の
や
な
ど
、
み
や
び
に
皇
国
詞
に

よ
ば
れ
し
を
、
先
生
い
ま
殊
更
に
文
字
声
に
い
は
る
ゝ
は
い
か
に
、
と
い

へ
り
。
お
の
れ
答
ふ
る
や
う
、
家
の
名
は
も
と
漢
土
の
風
流
に
よ
れ
る
も

の
な
れ
ば
、
俊
恵
大
徳
の
歌
林
苑
、
後
成
恩
寺
殿
下
の
東
斎
な
ど
、
い
づ
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れ
も
字
音
に
よ
ば
れ
し
事
、
お
し
は
か
る
べ
し
。
あ
が
た
居
す
ゞ
の
や
の

翁
た
ち
、
た
ゞ
か
た
く
な
に
古
へ
に
の
み
よ
ら
れ
て
、
字
音
を
い
み
き
ら

は
れ
し
ほ
ど
に
、
み
国
言
葉
に
と
思
ひ
よ
ら
れ
し
な
り
け
り
。
そ
も
〳
〵

弘
仁
よ
り
こ
の
か
た
、
か
ら
ぶ
り
世
に
あ
ま
ね
く
、
高
き
人
ど
ち
の
消
息
、

す
べ
て
漢
文
に
物
せ
ら
れ
し
か
ら
に
、
自
然
に
常
の
こ
と
ゞ
ひ
も
、
字
音

う
ち
ま
じ
り
し
事
、
空
穂
源
氏
の
物
語
を
見
て
し
ら
れ
た
り
。
字
音
も
我

国
平
常
の
物
い
ひ
と
な
れ
ば
、
や
が
て
我
国
の
詞
に
て
、
こ
れ
な
む
言
霊

の
さ
き
は
ひ
な
る
を
や
。
さ
れ
ば
お
の
れ
は
か
の
大
徳
の
歌
林
苑
に
あ
そ

び
、
殿
下
の
東
斎
に
ま
ゐ
る
を
、
な
ほ
う
け
ぬ
人
お
ほ
か
ら
む
か
し
。

（「
柯
堂
陳
状
」（『
調
鶴
集
』）

京
、
白
河
の
自
坊
を
歌
林
苑
と
名
付
け
た
俊
恵
、
東
斎
と
号
し
た
一
条
兼
良
と

い
ふ
先
例
も
あ
る
こ
と
ゆ
ゑ
、
偏
頗
な
態
度
で
「
み
国
言
葉
」
に
固
執
す
る
必

要
は
無
い
、
字
音
も
既
に
我
が
国
の
言
葉
と
な
つ
て
を
り
、
用
ゐ
る
の
に
何
の

躊
躇
が
あ
ら
う
か
、
と
い
ふ
論
で
あ
る
。

八

　
文
雄
の
学
問
は
自
由
で
あ
る
。
如
何
な
る
も
の
に
も
束
縛
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。
こ
れ
は
、
文
雄
が
個
性
重
視
の
歌
論
を
展
開
し
て
ゐ
た
た
め
で
も
あ
ら
う
。

「
歌
に
人
々
本
性
の
口
つ
き
あ
り
と
い
ふ
は
、
予
は
じ
め
て
心
つ
き
た
る
こ
と
」

（「
あ
る
人
に
こ
た
へ
し
や
う
」『
伊
勢
の
家
づ
と　
二
編
』）
で
あ
る
と
、
歌
に

個
性
の
発
現
を
認
め
た
。
そ
の
歌
論
は
、
景
樹
か
ら
示
唆
を
得
て
ゐ
る
の
で
は

な
い
だ
ら
う
か
。
景
樹
の
言
説
を
門
人
内
山
真
弓
が
編
ん
だ
『
歌
学
提
要
』

（
嘉
永
三
年
刊
）
に
は
、

和
歌
に
、
制
の
詞
な
ど
い
ふ
は
、
い
と
も
後
世
の
私
に
て
、
古
へ
更
に
な

き
こ
と
な
り
。
さ
る
狭
き
事
に
て
、
い
か
で
思
ひ
を
述
得
べ
き
。
我
お
も

ひ
を
わ
が
こ
と
葉
も
て
い
ひ
出
む
に
、
誰
に
は
ゞ
か
り
、
何
を
さ
ま
た
げ

む
。
畢
竟
人
に
み
せ
む
き
か
せ
む
為
の
も
の
と
、
お
も
ひ
ま
ど
へ
る
ゆ
ゑ

な
り
。
詠
歌
は
た
ゞ
憂
悲
を
慰
め
、
感
哀
を
の
べ
、
心
を
や
る
も
の
な
り
。

さ
れ
ば
名
望
利
達
の
念
を
は
な
れ
て
、
一
筋
に
お
も
ひ
を
述
べ
し
。
其
意

ふ
か
く
、
其
情
切
な
ら
む
に
は
、
鬼
神
を
も
感
ぜ
し
む
べ
し
。
況
や
人
間

を
哀
歎
せ
し
め
ざ
ら
む
や
。

と
、
景
樹
の
和
歌
観
が
記
さ
れ
る
。
二
条
家
歌
学
に
於
る
「
制
の
詞
」
を
批
判

し
、
歌
を
詠
む
と
い
ふ
こ
と
は
、「
た
ゞ
憂
悲
を
慰
め
、
感
哀
を
の
べ
、
心
を

や
る
も
の
」
で
あ
り
、
自
ら
の
思
ひ
を
自
ら
の
言
葉
で
表
現
す
べ
き
な
の
だ
と

い
ふ
主
張
で
あ
る
。
こ
の
「
自
ら
」
＝
個
性
と
い
ふ
発
想
が
、
文
雄
に
受
け
継

が
れ
て
行
つ
た
の
で
あ
ら
う
。

歌
は
折
に
ふ
れ
、
こ
と
に
つ
け
て
、
優
に
も
洒
落
て
も
詠
む
べ
き
事
い
ふ

ま
で
も
な
し
。
古
人
の
家
集
ど
も
を
よ
く
〳
〵
見
て
さ
と
る
べ
し
。
撰
集

の
み
か
つ
〴
〵
さ
し
の
ぞ
き
て
、
唯
物
の
あ
は
れ
の
い
み
じ
き
な
ど
、
ひ

と
す
ぢ
に
思
ふ
は
、
歌
の
古
意
・
本
義
の
尊
き
こ
と
を
知
ら
ぬ
後
の
世
の

心
な
り
。（「
俳
諧
」『
伊
勢
の
家
づ
と　
初
編
』）

「
古
人
の
家
集
」）22
（

を
熟
読
玩
味
し
、
歌
は
「
折
に
ふ
れ
、
こ
と
に
つ
け
て
」
上

品
に
も
滑
稽
に
も
詠
む
べ
き
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
理
解
せ
よ
。
撰
集
だ
け
を

眺
め
て
「
物
の
あ
は
れ
」
に
感
じ
入
つ
た
と
す
る
こ
と
は
、
歌
の
持
つ
本
来
の

意
味
を
解
釈
出
来
て
ゐ
な
い
こ
と
だ
か
ら
、
と
厳
に
誡
め
て
ゐ
る
。
な
ほ
、

「
折
に
ふ
れ
、
こ
と
に
つ
け
て
」
と
い
ふ
表
現
を
す
る
に
、
景
樹
の
詠
と
し
て
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評
価
の
高
い
）
23
（

「
事
に
つ
き
時
に
ふ
れ
た
る
」
歌
群
（『
桂
園
一
枝
』）
が
念
頭
に

あ
つ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
文
雄
が
、
撰
集
よ
り
も
家
集
を
重
視
し
て
ゐ
た

こ
と
は
、
清
宮
秀
堅
が
「
常
ニ
古
人
ノ
家
集
ヲ
愛
ラ
レ
ケ
リ
、
ソ
ハ
撰
集
ノ
類

ハ
、
撰
者
等
所
好
ノ
風
ノ
ミ
ヲ
取
リ
、
作
者
ノ
真
面
目
ヲ
失
ヘ
バ
、
善
悪
ト
モ
、

家
集
ヲ
読
ム
ニ
如
ク
ハ
ナ
シ
ト
ナ
リ
」
と
伝
へ
る
）
24
（

と
ほ
り
で
、
文
雄
自
身
も
前

に
引
い
た
や
う
に
「
歌
は
折
に
ふ
れ
、
こ
と
に
つ
け
て
、
優
に
も
洒
落
て
も
詠

む
べ
き
事
い
ふ
ま
で
も
な
し
。
古
人
の
家
集
ど
も
を
よ
く
〳
〵
見
て
さ
と
る
べ

し
」
と
言
つ
て
を
り
、
そ
れ
と
窺
へ
る
。
家
集
を
尊
ん
で
ゐ
た
の
は
、
歌
人
の

「
個
性
」
に
重
き
を
置
い
た
か
ら
で
あ
る
。「
歌
に
人
々
本
性
の
口
つ
き
あ
り
と

い
ふ
は
、
予
は
じ
め
て
心
つ
き
た
る
こ
と
」
で
あ
る
、
と
断
言
す
る
文
雄
の
自

信
、
気
概
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
、
作
者
個
人
の
性
格
を
自
由
に
歌
ふ

べ
き
だ
、
と
い
ふ
の
が
、
文
雄
の
歌
論
の
根
本
な
の
で
あ
つ
た
。
個
性
尊
重
を

説
い
た
文
章
は
、
撰
集
『
摘
英
集
』
の
「
附
言
」
が
簡
に
し
て
要
を
得
て
ゐ
よ

う
。

そ
も
〳
〵
歌
の
す
が
た
さ
ま
〴
〵
な
り
。
つ
よ
く
雄
々
し
く
、
優
に
な
だ

ら
か
に
、
巧
に
こ
ま
や
か
に
、
洒
落
て
く
ち
と
き
な
ど
、
す
べ
て
各
心
を

種
と
し
て
い
ひ
出
る
業
な
れ
ば
、
勇
あ
る
人
は
お
の
づ
か
ら
雄
々
し
く
、

才
あ
る
人
は
自
然
に
巧
な
り
。
い
う
な
る
も
さ
れ
た
る
も
、
其
人
々
の
本

性
に
よ
り
て
、
各
其
顔
の
同
じ
か
ら
ぬ
が
如
し
。

歌
は
各
人
の
「
心
を
種
と
し
て
言
ひ
出
る
業
」
で
あ
る
か
ら
、
心
に
即
し
て
ど

の
や
う
に
詠
ん
で
も
良
い
、
そ
し
て
出
来
上
が
つ
た
歌
に
は
、
人
の
顔
が
皆
違

つ
て
ゐ
る
や
う
に
、
個
性
が
出
て
ゐ
る
の
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

九

は
る
の
野
の
う
か
れ
心
は
は
て
も
な
し
と
ま
れ
と
い
ひ
し
蝶
は
と
ま
り
ぬ

（
桂
園
一
枝
・
四
七
七
・
事
に
つ
き
時
に
ふ
れ
た
る
）

頭
に
と
お
も
ひ
か
け
き
や
立
ち
い
で
て
降
れ
降
れ
雪
と
い
ひ
し
昔
は
（
調

鶴
集
・
四
六
四
・
雪
）

　
着
想
の
点
か
ら
言
へ
ば
、
二
首
共
に
童
謡
に
典
拠
を
求
め
た
歌
で
あ
る
。
し

か
し
、
文
雄
の
詠
の
は
う
が
、
童
謡
を
そ
の
ま
ゝ
一
首
の
中
に
組
み
込
ん
で
ゐ

る
）
25
（

所
に
、
新
機
軸
を
打
ち
出
し
た
と
言
へ
る
の
で
は
な
い
か
）
26
（

。
文
雄
は
「
俗

言
・
平
語
も
、
取
な
し
が
ら
に
て
よ
く
聞
ゆ
る
も
の
な
り
。」（「
俗
言
」『
伊
勢

の
家
づ
と　
初
編
』）
と
、
俗
語
・
口
語
の
使
用
に
関
し
て
は
比
較
的
寛
容
で

あ
り
、『
調
鶴
集
』
に
も
さ
う
し
た
歌
が
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
）
27
（

。
文
雄
は
、
会
津

の
歌
人
相
川
功
垂
の
著
し
た
『
ぬ
さ
の
よ
る
せ
』（『
桂
園
一
枝
』
へ
の
批
評
）

に
書
入
れ
を
行
ひ
）
28
（

、
景
樹
の
歌
に
対
し
て
評
を
下
し
て
ゐ
る
。
そ
こ
で
の
筆
法

は
、
長
短
い
づ
れ
を
も
記
述
し
、
実
に
穏
健
で
あ
る
。
文
雄
が
景
樹
の
和
歌
、

歌
論
を
意
識
し
て
ゐ
た
こ
と
は
、
こ
こ
に
明
ら
か
で
あ
ら
う
。
夙
に
黒
岩
一
郎

氏
は
、
大
著
『
香
川
景
樹
の
研
究
』（
昭
和
三
十
二
年
、
文
教
書
院
）
に
於
て
、

即
ち
文
雄
は
春
海
の
孫
弟
子
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
於
い
て
は
少
く
と
も

表
面
的
に
は
反
景
樹
派
で
あ
つ
て
然
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
所
が
彼
の
歌
論

た
る
や
春
海
の
歌
論
の
延
長
で
は
な
く
し
て
、
景
樹
歌
論
の
延
長
だ
つ
た

の
で
あ
る
。
彼
が
景
樹
の
調
の
説
を
さ
ら
に
敷
衍
し
、
さ
ら
に
完
全
化
し
、

雅
情
俗
情
の
区
別
な
ど
一
切
こ
れ
を
設
け
ず
徹
底
的
平
語
の
使
用
を
強
調

せ
る
等
々
、
蓋
し
彼
こ
そ
景
樹
歌
論
の
一
方
に
お
け
る
普
遍
者
だ
つ
た
の
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で
あ
る
。
景
樹
歌
論
の
一
方
の
終
焉
者
が
景
樹
門
か
ら
出
で
ず
し
て
、
春

海
系
統
か
ら
出
た
と
い
ふ
事
は
、
思
へ
ば
皮
肉
な
歴
史
で
あ
る
。
然
し
こ

こ
に
こ
そ
歴
史
の
真
実
が
あ
る
。
蓋
し
真
に
時
代
に
生
き
る
文
学
者
は
、

世
の
所
謂
門
流
系
統
な
ど
は
一
切
こ
れ
を
超
越
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

と
、
景
樹
の
歌
論
の
継
承
者
を
文
雄
と
見
て
ゐ
る
。「
幕
末
に
は
各
派
が
自
ら

の
主
張
を
固
持
す
る
と
言
ふ
よ
り
も
、
そ
の
考
へ
を
尊
重
し
つ
つ
も
広
く
交
流

し
た
時
代
で
あ
つ
た
事
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。」）29
（

と
い
ふ
中
澤
伸
弘
氏
の

見
解
も
あ
る
が
、
文
雄
こ
そ
、
さ
う
し
た
学
統
学
派
に
拘
泥
し
な
い
姿
勢
を
貫

い
た
国
学
者
歌
人
な
の
で
あ
る
。
父
祖
以
来
田
安
家
の
侍
医
を
つ
と
め
、
福
岡

藩
主
黒
田
長
知
、
柳
河
藩
主
立
花
鑑
寛
、
伊
勢
津
藩
主
藤
堂
高
猷
、
徳
島
藩
主

蜂
須
賀
斉
裕
、
津
山
藩
主
松
平
斉
民
等
各
地
の
大
名
に
歌
文
を
教
授
し
て
ゐ
る
）
30
（

と
い
ふ
矜
恃
も
、
自
ら
の
学
問
の
根
底
を
支
へ
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。

　
「
田
安
の
殿
人　
井
上
文
雄
」
│
文
雄
は
、『
大
井
河
行
幸
和
歌
考
証
』
の

「
提
要
」
で
か
う
署
名
し
て
ゐ
る
）
31
（

。
学
問
的
な
権
威
よ
り
も
遙
か
に
大
き
な
田

安
家
、
つ
ま
り
徳
川
幕
府
の
存
在
が
文
雄
の
胸
裡
に
は
あ
つ
た
の
で
あ
る
。

註
１ 　

山
本
嘉
将
『
近
世
和
歌
史
論
』（
昭
和
三
十
三
年
、
文
教
図
書
出
版
。
↓
修
正
復
刻

版
平
成
四
年
、
パ
ル
ト
ス
社
）

　

２ 　

小
高
敏
郎
校
注
「
戴
恩
記
」（『
日
本
古
典
文
学
大
系
95
』
昭
和
三
十
九
年
、
岩
波

書
店
）

　
３ 　
『
本
居
宣
長
全
集　

第
一
巻
』（
昭
和
四
十
三
年
、
筑
摩
書
房
）

　

４ 　

拙
稿
「
文
雄
」（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
平
成
二
十
六
年
、
古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）

　
５ 　

佐
佐
木
信
綱
『
近
世
和
歌
史
』（
大
正
十
二
年
、
博
文
館
）。
な
ほ
、
由
豆
流
、
千

古
に
学
ん
だ
と
の
記
述
が
最
初
に
現
れ
る
の
は
、
清
宮
秀
堅
『
古
学
小
伝
』（
明
治
十

九
年
、
玉
山
堂
）
で
あ
る
。

　
６ 　

中
澤
伸
弘
「
解
題
」（『
国
学
和
学
研
究
資
料
集
成　

第
一
巻
』
平
成
二
十
年
、
ク

レ
ス
出
版
）

　
７ 　

田
中
康
二
「
江
戸
派
の
出
版
」（『
神
戸
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
十
四
号
、
平
成
十

九
年
三
月
。
↓
『
江
戸
派
の
研
究
』
平
成
二
十
二
年
、
汲
古
書
院
）

　
８ 　

中
澤
伸
弘
「
縣
門
遺
稿
と
縣
門
餘
稿
と
」（『
東
洋
文
化
』
復
刊
八
十
八
号
、
平
成

十
四
年
三
月
）

　
９ 　

水
無
瀬
氏
成
の
『
富
士
百
首
』
が
収
録
さ
れ
た
こ
と
に
就
て
、
田
中
康
二
氏
は
出

板
書
肆
の
事
情
が
関
係
し
て
ゐ
る
と
考
察
さ
れ
て
ゐ
る
（
前
掲
７
）。

　

10　

髙
木
元
「
他
序
」（『
日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典
』
平
成
十
一
年
、
岩
波
書
店
）

　

11　
『
村
上
忠
順
集　

第
二
（
紀
行
篇
）』（
昭
和
四
十
九
年
、
村
上
正
雄
）

　

12 　
『
伊
勢
の
家
づ
と　

初
編
』（
安
政
五
年
刊
）、『
仝　

二
編
』（
文
久
二
年
刊
）
に
限

り
、
文
雄
よ
り
年
長
で
あ
る
藤
尾
景
秀
が
序
文
を
も
の
し
て
ゐ
る
が
、
景
秀
は
文
雄

の
門
人
で
あ
る
。
拙
稿
「
井
上
文
雄
著
述
目
録
稿
」（『
成
蹊
國
文
』
四
十
八
号
、
平

成
二
十
七
年
三
月
）
参
照
。

　

13 　

彌
富
破
摩
雄
『
中
島
広
足
』（
昭
和
十
九
年
、
厚
生
閣
）

　

14 　
『
橿
園
随
筆
（
草
稿
）』（『
中
島
広
足
全
集　

第
二
篇
』
昭
和
八
年
、
大
岡
山
書
店
）。

同
様
の
主
張
は
、「
す
ゞ
の
や
翁
の
う
た
」「
す
ゞ
の
や
翁
の
詞
の
論
」「
志
を
高
く
す

べ
き
事
」
に
も
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
（
吉
良
史
明
「
広
足
と
宣
長:

│
『
後
の
歌
が
た

り
』
に
見
ら
れ
る
宣
長
批
判
の
内
実
│
」『
近
世
文
藝
』
八
十
一
号
、
平
成
十
七
年
一

月
）。

　

15　

井
上
通
泰
編
『
桂
園
叢
書　

第
一
集
』（
明
治
二
十
五
年
、
有
斐
閣
書
房
）

　

16 　

井
上
通
泰
「
菅
沼
斐
雄
（
承
前
）」（『
め
さ
ま
し
草
』
五
十
一
号
、
明
治
三
十
四
年

五
月
）

　

17　

前
掲
15

　

18 　

浅
田
徹
「
長
歌
（
中
古
以
降
）」（『
和
歌
文
学
大
辞
典
』
平
成
二
十
六
年
、
古
典
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
）。
徳
川
時
代
に
於
る
長
歌
の
流
行
に
就
て
は
、
田
中
仁
『
江
戸
の
長

歌
』（
平
成
二
十
四
年
、
森
話
社
）
に
詳
細
な
論
考
が
備
は
る
。

　

19 　

磤
稲
綺
道
秀
『
長
歌
軌
範
』（
昭
和
五
年
、
長
歌
軌
範
刊
行
会
）
に
は
、『
調
鶴
集
』

に
長
歌
が
六
首
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
あ
る
。「
橘
」
と
い
ふ
題
の
長
歌
を
『
調
鶴
集
』

所
収
と
し
て
ゐ
る
も
未
詳
。
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20 　

井
上
文
雄
「
長
歌
論
」（
中
村
秋
香
編
『
書
翰
文
大
成　

下
巻
』
明
治
二
十
九
年
、

博
文
館
）

　

21 　

揖
斐
高
「
江
戸
は
ど
う
詠
ま
れ
た
か
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
六
十
一
巻
三
号
、

平
成
八
年
三
月
。
↓
『
江
戸
詩
歌
論
』
平
成
十
年
、
汲
古
書
院
）

　

22 　
「
古
人
の
家
集
」
と
は
、「
家
の
集
」（『
伊
勢
の
家
づ
と　

初
編
』）
に
「
家
の
集
は
、

群
書
類
従
に
を
さ
め
た
る
、
貫
之
・
躬
恆
・
忠
峯
を
は
じ
め
能
宣
・
元
輔
・
順
・
重

之
・
長
能
・
輔
親
・
為
仲
・
俊
頼
・
基
俊
・
行
家
・
為
忠
・
清
輔
・
恵
慶
・
安
法
・

和
泉
式
部
・
赤
染
衛
門
・
相
模
な
ど
此
外
に
も
名
高
き
人
々
の
集
は
必
ず
見
る
べ
し
」

と
記
し
て
ゐ
る
、
こ
れ
ら
の
歌
人
の
家
集
を
指
す
の
で
あ
ら
う
。

　

23　

窪
田
空
穂
『
江
戸
時
代
名
歌
評
釈
』（
昭
和
十
年
、
非
凡
閣
）

　

24　

清
宮
秀
堅
『
古
学
小
伝
』（
明
治
十
九
年
、
玉
山
堂
）

　

25　
「
ふ
れ
ふ
れ
こ
ゆ
き
、
た
ん
ば
の
こ
ゆ
き
」（『
徒
然
草
』
百
八
十
一
段
）

　

26 　

文
雄
が
景
樹
の
歌
論
を
推
し
進
め
た
一
例
と
し
て
、
拙
稿
「
井
上
文
雄
の
田
園
詠
」

（『
成
蹊
國
文
』
三
十
七
号
、
平
成
十
六
年
三
月
）
が
あ
る
。

　

27 　

た
と
へ
ば
「
い
つ
も
い
ふ
こ
と
な
り
な
が
ら
こ
と
夏
は
か
ば
か
り
堪
へ
ず
お
も
ひ

や
は
せ
し
」（
調
鶴
集
・
二
三
六
・
苦
熱
）。

　

28 　

嘉
永
元
年
成
立
。
彌
富
濱
雄
編
『
桂
園
遺
稿　

下
巻
』（
明
治
四
十
年
、
五
車
樓
）

所
収
。

　

29　

前
掲
８

　

30　

拙
稿
「
柯
堂
門
の
人
び
と
」（『
成
蹊
國
文
』
四
十
号
、
平
成
十
九
年
三
月
）

　

31 　

周
防
の
国
学
者
歌
人
近
藤
芳
樹
は
、『
寄
居
歌
談　

巻
三
』（
弘
化
元
年
刊
）
に
於

て
「
田
安
の
殿
人
井
上
文
雄
云
」
と
、
文
雄
の
説
を
紹
介
し
て
ゐ
る
。

〔
参
考
文
献
〕

揖
斐
高
「
江
戸
派
の
成
立
」（『
和
歌
文
学
論
集
10　

和
歌
の
伝
統
と
享
受
』
平
成
八
年
、

風
間
書
房
。
↓
『
江
戸
詩
歌
論
』
平
成
十
年
、
汲
古
書
院
）

田
中
康
二
「
江
戸
派
の
血
脈
」（『
神
戸
大
学
文
学
部
紀
要
』
三
十
六
号
、
平
成
二
十
一
年

三
月
。
↓
『
江
戸
派
の
研
究
』
平
成
二
十
二
年
、
汲
古
書
院
）

〔
附
記
〕

　

特
に
断
ら
な
い
限
り
、
引
用
本
文
は
板
本
に
拠
つ
た
。
な
ほ
、
和
歌
の
引
用
に
就
て
は
、

『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
つ
た
。

（
す
ず
き
・
り
ょ
う　
東
京
都
立
第
三
商
業
高
等
学
校
教
諭
）


